（Ｈ27年3月）

· 東日本大震災から４年！被災地から新たな事業が生まれつつあります。
先日、テレビを見ていましたら、被災地を「食」という分野で支援する「一般社団法人　東の食の会」の活動が紹介されていました。

「東の食の会」は、Oisix（おいしっくす）、キューピー、キリンビール、ぐるなび、CAFE COMPANYといった大手企業が特別会員企業として名を連ね、単なる商品開発の支援にとどまらず、人材育成を含めた長期的な視点に立った活動をしている団体です。具体的には、三陸水産業の将来を担うリーダーの養成を目的とした「三陸フィッシャーマンズ・キャンプ」を開催し、自分たちの地域や商品をどのようにして魅力あるものにしていくか、そしてどのようにブランディング（ブランド化）していくか、といったマーケティングの理論を教育するとともに、ディスカッションを通じて「三陸の強み」「自分たちの地域の強み」「自社や自団体の強み」を洗い出し、その強みをどのように顧客や消費者に価値として体感してもらうかを討議します。そして最終的には、事業の理念や数値目標（売上とその根拠、必要な投資額など）、それを達成するための具体的な行動計画等を盛り込んだ事業計画を策定します。2013年2月からこのような取り組みを実施してきた結果、以下のような成果が徐々に表れてきました。

●三陸沿岸の浅瀬に自生する海藻「アカモク」のブランディングに成功！
・宮城県と岩手県のアカモク生産者が、三陸フィッシャーマンズ・キャンプで出会い、共同でブランディングすることでアカモクの認知度を高めた。
・アカモクはワカメやコンブの仲間で、認知度は低いものの、免疫力向上の効果があると言われるネバネバ成分の「フコイダン」や脂肪燃焼効果が注目される「フコキサンチン」を豊富に含んだ機能性の高い海藻であることをＰＲ。
・「東の食の会」の協力を得て、ターゲットとする女性向けの試食会を開催し、どのようにしたら美味しく食べられるかの意見を聞き、パッケージのデザインも女性を意識したものにした結果、イトーヨーカ堂の首都圏120店舗で販売されることとなった。
●ありふれたサバの缶詰がおしゃれな「サヴァ缶」に変身！
・サバの水煮ではなく、国産サバをオリーブオイルに漬け込んだことでしつこい油っこさもなく、サバの旨味が凝縮されていて、特に洋食との相性が良いものに仕上がった。

・普通のサバ缶のラベルは、海やリアルなサバの写真が使われているものが多いが、サヴァ缶の場合は、大胆にデフォルメされたサバのイラストとロゴが一体化したポップなデザインとなっていて、部屋に飾っておきたいとの声も。ちなみに「ça va？」（サヴァ？）はフランス語で「元気？」の挨拶のこと。岩手から全国へ「元気ですか？」と呼びかけているとのこと。
・特に若い女性に好評で、2013年9月の発売から７ヶ月で10万缶の販売を達成。その後も順調に販売数が推移し、2014年末までに30万缶に達する見込み。
地方にはその土地に根付いたすばらしい特産物が数多くありますが、その土地の人々にとってはそれが日常的であるがゆえに、まったくもってすばらしい物とは思っておらず、外部の人間から初めてそのすばらしさを教えてもらうことが多々あります。このことは物の販売に限らず、技術やサービスについても同様です。先ず、その地域や自社の生産物、技術、サービスのすばらしいところ（強み）を認識することからスタートしなければなりません。旅館業を営む㈱星野リゾートの星野佳路社長は次のように言っています。「来なくなった顧客を追うのではなく、来てくれる顧客の理由を考えなさい。」つまり、顧客が来なくなった理由を改善する努力も大事だが、それ以上にそれでも来てくれる顧客の理由、それこそが「強み」であるからそれをどんどん伸ばしていくことが大事だということです。はっとさせられる言葉ですね。何事にもプラス思考で対処することの大切さを学びました。（工藤克己）
